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集■まった二十数名が、中澤兜生の名司食で獲れぞれの戦争体験を語った。
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に骨空が広がり十数連の平和竣凧が勢いよく空に練りつた。
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体でもない小一∴んの医師が．も　ペシャワ「ごノ〉」－リレで必登と

られた。その静かな藷しぶり仁㌦　Ｗ川同深く感動。
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『不都禽怨窯袈』13：3針叫5：30　　ゴア蒐副大統領が
「伽地球温噴化」がもたらす深刻な観客を諸資料により案証し驚銀を鳴らす。
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◎カ　3月′∃　目（冒）イラグ戦孝の真東
をゐつめる「リダグテッド上ヒ映碁

（しらかばの金主櫻）

◎　2月う1日（体）県民過半数署名
をすすめる番　学習鋸乳番
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平出奥代チさんが、先日急逝こされました。心か宣ご繁藤をお祈りします。
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